



































許されていた。その道修町の株仲間数は 1722（享保 7）年に 124家に制限され、1799年に 129家に増加した。
1791（寛政 3）年には「神農講」が組織され、新しく商売を始める者を神農講に加入させ、薬種仲買仲間と同
様の商売をさせる方法がとられる。1856（安政 3）年から、神農講加入者の 48家を「薬種仲買之内」として





Herbal medicine dealers evolved to modern pharmaceutical companies:



















































































　1914年（大正 3）年に勃発し 1918年に終結した第 1次世界大戦を契機として、日本の経済には戦争特需が
起こり、それに伴う経済発展によって、農業国から工業国家への転換が実現した。この第 1次世界大戦は薬業
界にも大きな影響を及ぼし、薬業者の業態変化を加速させる事となった。その影響の中で最も大きなものが、
輸入洋薬価格の乱高下であった。一例を挙げるならば、開戦 6日後、大部分の薬品が 20％～ 30％高となり、



























































































































屋長兵衛）がある。この 3 家は道修町に古くから屋号を構えており、「家持」と呼称された。 
　塩野義製薬やアステラス製薬（旧藤沢薬品）などは、分家・別家から発展を遂げた企業である。
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